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「希望」が先か、「ビジョ
ン」が先か、それとも担い
手の創出、協働・ネット
ワークの形成が先か 

〜いずれにせよ「一歩踏み
出す」ことが肝要 
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• 人口減少、少子化、高齢化を「問題」
として真摯に向き合う。 
→人口減少等を受け入れた上で、地域の将来
像（ビジョン）を具体的に描き共有する。 

 

• 地域にとって何が「課題」かを明確に
する。 
→取り組むべき「課題」を共有し、集中的か
つ戦略的に対応する。 

 

• 課題を具体的に「解決」する。 
→達成度の「見える化」を図る。 

地方創生を協働・ネットワーク形成
のチャンスとする 



•ホチキスどめの従来型〝総合計画〟は総

合戦略ではない。 

•人口ビジョンに基づいた地域の将来像→

基本目標→戦略→政策パッケージを具体

的に描き、地域で共有する。 

•行政が重要な役割を果たすとしても、行

政だけでは十分な遂行不可能。 3 

【参考】地方版総合戦略の策定の前提 
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シナリオＡ 
V字回復 

シナリオＢ 
持ち直し・
現状維持 

シナリオＣ 
持続可能性 
 

シナリオＤ 
将来推計 

2015
年 

2040
年 

いかなるシナリオを選び、逆算して目
標を設定し、手法を選択するかが肝心 

限界線 

最盛期 
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行政の拠る理念、果たす役割 

現場主義 
Bottom-up 

approach to 
management 

創発 
Emergence 

根拠本位の 
政策形成 
Evidence-based  
policy-making 

公平、平等、中立 

効率性efficiency 
経済性economy 

有効性effectiveness 

3E 

3C 
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【例】長野市善光
寺門前地区におけ
るリノベーション
によるまちづくり 

• 遊休不動産活用事業の
展開で、門前地区のまち
づくりが急速に変化 

 

• 不動産事業者による空
き家を活用したリノベー
ションのビジネス・モデ
ルの創出 
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• 民間事業の補完の必要性
（構造物の安全性確保、景
観、スキミング［市場にのら

ない物件への対応等］） 
 

• 公民連携によるまちづくり
全体の底上げの可能性（中
心市街地活性化への展開、
オープン・データによる新
たな事業創出など） 

 
←前提として地域のまちづく
りのビジョンと合意形成が不
可欠 



南場智子 
 

「組織を球体のイメージで捉
え、全員に球の表面積を担っ
てもらう」 
 

（出典）南場智子『不格好経営』日本経済新聞
出版社、2013年。 
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自治体職員はどうあるべきか： 
「誰もがリーダー」の心構え 



•自治体職員への強い期待： 

 ①「現場実践する自治体職員」 
 〜具体的な課題解決能力が必須 

 

 ②「越境する自治体職員」 
 〜脱〝引きこもり〟職員から、 

 組織の縦割りを／行政と民間を／行政と行 
  政を「越境」する職員へ 

9 



Q．皆さんは地域に関わっていますか？ど
のような関わり方をしていますか？ 
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公務 
として 

職員 
として 

住民 
として 

ボランティア
として 

・消防団員 
・民生委員・児童委員 
・まちづくり協議会等
の役員 
 など 

・自治会・町内会等の 
役員 
・各種地縁団体の活動 
・ボランティア活動 
 など 

・本務での関わり 
・いわゆる地域担当 
 職員の兼務 など 

・本務の延長上の〝付
き合い〟として（職務
外） 

・自治体の社会貢献活
動の一環としての職員
の活動 
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地域経営に求められる
「実感主義」 

 

〜「達成感」「充実感」「共
感」を見える化する〜 


